
 

子どもたちのイタイイタイ病に対する理解度を調査しています。（中間報告） 

 

資料館では、今年度も子どもたちのイタイイタイ病についての学びを支援するため、

学校等に無料送迎バスを提供する「課外学習サポート事業」を実施しています。 

今年度上半期（4～9月）には、21校、1,096名の子どもたちがこの事業を利用しま

した。昨年度の同時期と比べると、5校、269名増えております。 

この事業を利用された子どもたちにアンケートを実施し、見学前と後での理解度を

調査した結果を取りまとめましたので報告します。 

 

まず、学習効果の状況について、①発生した時期・②発生した地域・③患者の症状

や特徴・④原因（物質）の4項目で調査した結果、いずれの調査項目でも資料館を訪

れた子どもたちの9割以上が内容を理解できたと回答がありました。 

次に、展示室のテーマごとの分野での理解度について、「患者の症状や特徴」・「患

者・家族の苦しみ、地域の人々の苦労」・「公害の恐ろしさ、環境と健康の大切さ」

の3分野について特に理解が深まったという回答が多く、また、子どもたちが理解で

きたと回答した分野ほど印象に残りやすく、今後の学習意欲につながっている傾向が

あることも調査結果から分かりました。 

 

このように、今回の調査結果を受けて、子どもたちの資料館での学習が着実にイタ

イイタイ病の理解に結びついていることを確認していますが、年度末の調査報告に向

け、1人でも多くの子どもたちの理解が深まるよう努めていきたいと考えております。 

 

なお、この調査結果は、資料館の掲示板やホームページでもご覧いただけます。 

「資料館ホームページ」（URL http://www.pref.toyama.jp/branches/1291/） 

 

http://www.pref.toyama.jp/branches/1291/


   

イタイイタイ病の「学び」の成果を紹介しております。  

 

開館以来、多くの子どもたちが資料館でイタイイタイ病をはじめ、環境や健康につ

いての「学び」を深めていますが、今年度は10月末現在で、県内外の小学校等10校よ

り資料館見学後に学習成果としてまとめた資料やレポート等の提供がありました。 

こうした資料を、2階資料閲覧室にて皆さんに広く紹介しております。 

（閲覧室では、これまで提供を受けた68校の資料が閲覧できます。） 

  

資料の中には、イタイイタイ病の恐ろしさや先人たちの克服に向けた取り組み等を

新聞形式でまとめたものもあり、イラスト等工夫が盛り込まれ、色鮮やかなデザイン

で紙面づくりがなされ、また、イタイイタイ病に対する思い思いの感想も綴られてい

るなど、来館時にしっかり学んだ様子を伺うことができます。  

 

資料館へお越しの際は、是非2階資料閲覧室にも足をお運びいただき、子どもたち

の「学び」の成果をご覧ください。 

 

 

      

   

資料館見学前の事前学習にご活用ください。 

  

資料館では、イタイイタイ病についてわかりやすくまとめた「ガイダンス映像

（DVD）」（放映時間約15分）を希望する学校に貸し出しています。 

 

貸し出しを希望される場合は、資料館へご連絡ください。 

                  

   

                                            


